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参考利回り/年

参考売出価格

57.29%（税引前・複利）
額面金額の

76.50%

（注）利回りはトルコ・リラベースです。
（為替・税金の考慮をしておりません。）

【広告審査番号： AD2021003 】

ゼロクーポン債とは 利率が０．００%である代わりに、発行価格（売出し価格）が額面より低く設定されている債券です。額面金額の１００％で償還さ

れる為、発行価格（売出し価格）と額面金額の差額を償還差益として得られます。また、償還前の価格は金利の変動率等により、上下しますが、満期
までの期間が短くなるにつれ、おおむね上昇していきます。



発行体についての基本情報

トルコ共和国の概要 出所：外務省ホームページ

トルコ/円為替レート推移 月ベース（2020.9～2023.8） 出所：Ｑｕｉｃｋデータ

円安

トルコ・リラ高

トルコ・リラ安

円高

欧州復興開発銀行（EBRD）は中東欧諸国における市場指向型経済への移行並びに民間及び企業家の
自発的活動を支援するため、1991年に設立されました。

中東欧の旧社会主義国及び旧ソ連構成国等において、市場経済化・民営化を進めるための民間部門に
対する投融資及び技術支援等を中心に業務を行っています。

出所：財務省ホームページ

面積：780,576平方キロメートル（日本の約2倍）

人口：83,614,362人（2020年，トルコ国家統計庁）

首都：アンカラ

言語：トルコ語（公用語）

宗教：イスラム教（スンニ派，アレヴィー派）が大部分を占める。
その他ギリシャ正教徒，アルメニア正教徒，ユダヤ教徒等。

GDP成長率：1.8％（2020年度：トルコ統計局）
 (1）2016年に入り，クーデター未遂事案，テロ，観光業の不振等により第3四半期の経済成長率はマイナス

1.8％を記録したが，最終的な成長率は2.9％となった。2017年はGDPの6割を占める個人消費及び自動
 車等の好調な輸出が成長を牽引し，G20トップの7.4％を達成。2018年は，対米関係緊張化を受けた夏場
のトルコリラ急落により，インフレ・市中金利が高騰し，経済活動が減速。2020年第4四半期の成長率は

    5.9％，通年の成長率は1.8％となった。
（2）安定した政権運営，欧州諸国と比較しても良好な財政水準，国民の平均年齢が若く豊富な労働力，健全
    な銀行セクターといった強みを有する一方，更なる経済成長の実現には，産業の高度化，経常赤字解消
のためのエネルギーの海外依存の低下，貯蓄率の改善などの構造改革の推進が必要となっている。

（3）中央アジア・コーカサスや中東地域から欧州へのエネルギー（石油・天然ガス）輸送の要衝としても注目
を集めている。

（4）トルコ政府は，2023年（共和国建国100周年）までに，世界第10位の経済規模及び輸出額5,000億ドル
という目標を持つ。
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